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富士河口湖町 天上山公園から望む富士山 



 

富士山憲章ニュース 

第15回 富士さんへ謹賀新年～富士山あて年賀状～ 

 富士山ボランティアセンターでは、富士山の環境保全に向けた意識や関心を深め、美しい富士山を将来にわ

たって守り引き継いでいくことを決意した「富士山憲章」の理念を広めるため、今年度も富士山宛ての年賀状を全

国より募集しました。 

 43都道府県より、過去最多となる1,800通もの力作をお寄せいただき、厳正な審査の結果、最優秀賞1点、審査

員長賞1点、審査員特別賞2点、優秀賞16点を含む入選200点を決定しました。 

 たくさんのご応募、誠にありがとうございました。 

   審査員長  櫻井 孝美 氏 （安井賞受賞画家 富士吉田市在住） 

   審査員   百瀬 淳一 氏 （山梨県立美術館 副主査・教育主事） 

   審査員   志村 勇  氏 （山梨県富士山世界遺産センター 副所長、 

            富士山憲章山梨県推進会議 事務局長） 

   審査員   五十嵐 哲也 氏 （富士技術支援センター 主任研究員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 応募総数1,800点の中から、予備審査で200点が選ばれ、その200点の中から20点を選定するという非常にシ

ビアな作業でした。20点の作品の差はほとんど感じられませんが、なかでも、最優秀賞・審査員長賞・審査員特

別賞の4点は目を引いたといってよいでしょう。 

◆ 様々な工夫、様々なメッセージがあり驚かされました。富士山の近くにお住まいの方もいれば、遠いところに

お住まいの方もおり、皆さんの富士山への愛に溢れる作品ばかりでした。 

◆ 日本全国から多数の応募があり、力作揃いでした。回を重ねる毎に応募数が増えていることからも、富士山

の存在の偉大さとともに、日本人の心の中にある富士山を感じました。 

◆ いずれも富士山へのあこがれや親しみの気持ちがよく伝わってくる力作ばかりでした。時間をかけて丁寧に美

しく描かれたイラストにも驚かされましたが、それぞれの方が生活のなかで経験したことや思ったことを、富士山に

伝えたいという気持ちが、年賀状に込められているのが印象的でした。 

 審 査 員 

 総 評 

1月24日（水） 予備審査 1月26日（金） 本審査 
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 入 賞 作 品 

三浦 可嵩 

（山梨県） 

東條 すず 

（山梨県） 

奥脇 眞奈 

（山梨県） 

鈴木 夢菜 

（静岡県） 

加藤 まゆら 

（東京都） 

加藤 里紗 

（山梨県） 

齋藤 夏葵 

（東京都） 

川添 陽奈 

（神奈川県） 

天野 涼 

（山梨県） 

八木 薫 

（静岡県） 

田村 和清 

（福岡県） 

依田 華音 

（山梨県） 

森 七海 

（大阪府） 

三浦 遼大 

（山梨県） 

三浦 竜司 

（山梨県） 

審 査 員 特 別 賞 

優 秀 賞 

審 査 員 長 賞 

最 優 秀 賞 

◆ メッセージ性・表現力・オリジナル性・企画力ともに目をひきました。富士山に対する思い

が文章として書かれており、生きる勇気を感じている事がよく理解できます。カラフルな色使い

で、夢と未来への明るい展望を感じさせます。富士山と本人を同列に配置した構図も楽しく、

周りを取り囲む山梨県の山々もイラスト風に表現され視覚を楽しませています。 

◆ 甲斐市から富士吉田市に引っ越して２年という中学生の作品で、甲斐市から見える山々と

富士吉田市から見える富士山・三つ峠両方に対する感謝の気持ちが感じられ、富士山とそれ

を取り囲む山々の魅力を誰よりも感じていると思いました。山ひとつひとつの特徴をよくとらえ

「本当に好きなんだな」と感じました。 

山内 和（山梨県・中学生の部） 

林 夏葵 

（山梨県・小学生低学年以下の部） 

「ふじさんのようにきれいにかがやく人にな

れるといいな」強烈なメッセージです。絵

も単純明快です。クレヨンでの色彩で力

強いイメージを受けます。色彩対比が赤

と白、そして光輝く黄金の黄色、明るく希

望に満ちた年賀状となっています。 

森 響 

（山梨県・中学生の部） 

幡野 ゆり 

（福島県・一般の部） 

山肌の表現、文字や絵、配置の上手さはも

ちろん、文章の内容も最高でした。スイスに

行って感じたこと、これから来るスイスの中学

生と体験することへの期待、様々な気持ちが

富士山に込められた年賀状です。 

富士山を帽子に見立てるという発想がとても奇抜

な作品です。カラフルな色使いの中に、和服、梅

の花や桜の花びらなど、日本らしさが上手に表現

された年賀状です。頬を紅潮させた女性の表情

と文章に、富士山への思いが伝わってきます。 

富士山憲章ニュース 

２ 

堀 晶子 

（茨城県） 



 

 入 賞 作 品 展 

 全国よりたくさんの応募をいただいている本事業、受賞作品をより多くの方々に楽しんでもらうため、東京都内で

も作品の展示を行いました。 

 山梨県立富士山世界遺産センターと合同で開催したPRブースにて入賞作品20点を展示しました。県外の受

賞者のご家族やご友人等多くの方が足を運んでくれました。 

 また、ブース内において実施した富士山に関するアンケートでは、70名の方にご協力いただきました。90%以上

の方が富士北麓地域を旅行等で訪れたことがあり、そのうち多くの方が富士山に観光で訪れていましたが、美し

い富士山を後世に引き継ぐことを目的に制定された「富士山憲章」や「富士山の日（2月23日）」を知っている人は

わずか20%程しかいませんでした。このアンケート結果を今後の事業や啓発活動に役立てていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 あまり一般の方の出入りは多くない場所ですが、都道府県会館13階の山梨県東京事務所前のショーウィンドウ

でも作品展を実施しました。各都道府県の東京事務所の方々が足をとめてくださり、本事業に興味を持っていた

だけたようです。 

富士山憲章ニュース 

2月4日（日） 中部インフォメーションプラザ in 京王新宿（新宿区 京王モール内） 

2月5日（月）～2月16日（金） 山梨県東京事務所（千代田区 都道府県会館内） 

３ 
◆ 入賞作品や審査員の講評は富士山ボランティアセンターのホームページでも公開しています。 

◆ 今後の入賞・入選作品巡回展の日程は背表紙をご覧ください。 



 

今
回
は
少
し
趣
向
を
変
え
て
写
真
機
の
話
を
し
よ
う
。
テ
ー
マ
は
「白
と
黒
」じ
ゃ
。
写
真

機
が
写
す
の
は
光
。
だ
が
虹
を
思
い
浮
か
べ
て
も
分
か
る
よ
う
に
光
に
は
白
と
黒
が
無

い
。
中
学
校
で
習
っ
た
よ
う
に
、
光
の
三
原
色
の
青
・赤
・緑
が
混
ざ
る
と
白
に
な
る
。
色
の

三
原
色
の
イ
エ
ロ
ー
・
マ
ゼ
ン
タ
・
シ
ア
ン
が
混
ざ
る
と
黒
に
な
る
。
他
方
に
は
、
自
然
界
の
白

と
黒
は
色
で
は
な
く
明
る
さ
だ
と
い
う
説
も
あ
る
。
今
回
は
こ
の
明
る
さ
に
つ
い
て
話
し
た

い
。
じ
ゃ
が
、
こ
れ
も
、
ラ
テ
ィ
チ
ュ
ー
ド
や
ら
露
出
や
ら
絞
り
や
ら
と
詳
し
く
話
せ
ば
き
り

が
な
い
。
こ
こ
で
は
大
雑
把
に
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
レ
ン
ジ
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
話
そ
う
と
思

う
。
も
ち
ろ
ん
嘘
は
言
わ
ん
が
、
簡
略
す
る
の
で
、
い
い
加
減
と
思
っ
た
ら
各
自
勉
強
し
て

く
れ
。 

① 

山
梨
か
ら
の
富
士
山 

ＶＳ 

 

山
梨
側
か
ら
富
士
山
を
撮
る
と
い
う
こ
と

は
、
光
を
考
え
な
い
わ
け
に
は
い
か
ん
の

じ
ゃ
。
何
故
な
ら
富
士
山
が
南
に
あ
る
か
ら

じ
ゃ
。
富
士
山
と
太
陽
が
一
日
の
ほ
と
ん
ど

は
同
じ
側
に
あ
る
。
一
枚
の
写
真
に
、
め

ち
ゃ
明
る
い
対
象
と
暗
い
対
象
を
同
時
に
写

す
構
図
が
増
え
る
わ
け
じ
ゃ
。
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
開
い
て
い
る
間
に

入
っ
て
来
た
光
を
セ
ン
サ
ー
で
感
じ
取
る
。

じ
ゃ
が
セ
ン
サ
ー
が
感
じ
取
れ
る
明
る
さ
に

は
限
界
が
あ
る
。
感
じ
取
れ
る
最
も
明
る
い

光
と
最
も
暗
い
光
の
範
囲
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

レ
ン
ジ
と
言
う
の
じ
ゃ
。 

 

最
近
は
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
が
つ
い
て
お
る
カ

メ
ラ
も
多
い
。
光
の
分
布
が
一
目
で
分
か

る
。
横
軸
は
右
ほ
ど
明
る
い
光
、
縦
軸
は
光

の
量
を
表
し
て
お
る
。
つ
ま
り
上
の
ヒ
ス
ト

グ
ラ
ム
の
よ
う
に
右
端
が
飛
び
出
て
お
れ
ば

白
と
び
、
左
端
が
飛
び
出
て
お
れ
ば
黒
つ
ぶ

れ
し
て
い
る
。
下
の
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
は
①
の

写
真
の
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
じ
ゃ
。
明
暗
の
強
い

写
真
じ
ゃ
か
ら
左
右
に
広
く
高
く
分
布
し
て

お
る
が
、
両
端
は
切
れ
て
お
り
白
と
び
と
黒

つ
ぶ
れ
は
し
て
お
ら
ん
こ
と
が
分
か
る
。
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
レ
ン
ジ
を
電
子
制
御
す
る
Ｈ
Ｄ

Ｒ
の
よ
う
な
機
能
が
つ
い
て
い
る
カ
メ
ラ
も

増
え
て
お
る
が
、
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
が
平
ら

で
、
不
自
然
な
写
真
に
な
る
事
も
多
い
わ
。 

③ 

ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム 

1. 非常に明るい対象（氷のオブジェと富士

山の東側稜線）と暗い対象（手前の樹海）が

混在した構図 

①～③の写真は富士山レンジャーが巡回中に撮影したもの。

④のダイヤモンド富士の写真は環境省より提供いただいた。 

 

 ダイナミックレンジより外の光は、そのセンサーでは感知で

きない。センサーが感知できないということは何も写らないということになる。写真で、明るすぎ

て何も写っていない部分を白とび、暗すぎて何も写っていない部分を黒つぶれという。 

左の写真を解析すると、右のような

画像になる。この画像で黒くない部

分が、写真で白とびをしている部分

じゃ。この写真のこれだけの部分

が、実は何も写っていないということになるのじゃ。個人

的には黒つぶれよりも白とびの方が許せん。暗闇はあ

るが、真っ白で何もないというのは、自然界では考えら

れんからな。 2. 空と湖面が白とびをした写真 

② 白とび・黒つぶれ 

 

 

 富士山と太陽と言えば、撮影スポットに多くの三

脚が立ち並ぶ「ダイヤモンド富士」なる現象があ

る。富士山の西では日の出、東では日没に、太陽

がちょうど富士山頂に重なる現象をこう呼んでい

る。じゃが、富士山頂に太陽が重なれば何でもよ

いわけではない。その際、太陽がダイヤモンドのよ

うな輝きを見せる瞬間があるのじゃ。そこを撮るの

じゃ。左の写真は絵に描いたような失敗作、解析

すると白とび部分が鎮座しておる。ヒストグラムも

右端が飛び出ておるのがよう分かる。右のダイヤ

モンドが出ておる写真と比べれば、一目瞭然じゃ。 

④ ダイヤモンド富士 

③ 白とびダイヤモンド 

④ 見事なダイヤモンド富士 

４ 



 

 

寒
さ
が
少
し
緩
み
、
そ
ろ
そ
ろ
散
策
に
出

か
け
よ
う
か
、
と
い
う
季
節
に
な
っ
て
き
た
の

で
、
今
回
は
テ
レ
ビ
で
も
紹
介
さ
れ
た
富
士

風
穴
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
。 

 

富
士
風
穴
は
青
木
ヶ
原
樹
海
に
あ
る
富
士

山
麓
最
大
級
の
溶
岩
洞
穴
で
、
国
の
天
然
記

念
物
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。
風
穴
の
中
は

一
年
を
通
し
て
０
℃
前
後
に
保
た
れ
て
お

り
、
解
け
る
こ
と
の
な
い
天
然
氷
が
存
在
す

る
。
一
歩
中
に
入
れ
ば
、
氷
が
作
り
出
す
と

て
も
素
晴
ら
し
い
光
景
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
氷
と
い
え
ば
冬
の
イ

メ
ー
ジ
だ
が
、
風
穴
内
で

氷
筍
（ひ
ょ
う
じ
ゅ
ん
）が

最
も
成
長
す
る
の
は
３
月

頃
だ
。
と
い
う
こ
と
は
今
、

ち
ょ
う
ど
見
頃
を
迎
え
た

氷
筍
を
堪
能
で
き
る
。 

 

風
穴
に
入
る
と
目
に
つ
く

の
が
木
の
板
や
車
輪
の
よ
う
な
も
の
だ
。
富

士
風
穴
は
か
つ
て
は
お
蚕
様
の
卵
を
保
存
す

る
天
然
の
冷
凍
庫
で
も
あ
っ
た
の
だ
。
今
は

残
さ
れ
た
遺
物
に
そ
の
名
残
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
。 

 

そ
の
周
り
に
は
立
派
な
つ
ら
ら
や
、
天
井

か
ら
滴
り
落
ち
た
水
滴
が
凍
り
つ
い
た
氷
筍

が
見
ら
れ
、
中
に
は
つ
ら
ら
と
氷
筍
が
繋

が
っ
た
氷
柱
も
あ
る
。
足
元
は
数
メ
ー
ト
ル
の

厚
さ
の
氷
の
床
と
な
っ
て
お
り
、
滑
る
の
で
歩

く
の
に
は
注
意
が
必
要
だ
。
狭
い
通
路
を
通

り
抜
け
る
と
奥
に
は
広
場
が
広
が
っ
て
お

り
、
と
て
も
き
れ
い
な
氷
筍
を
い
く
つ
も
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
こ
こ
の
氷
は
透
明

度
が
高
い
の
で
ラ
イ
ト
を
あ
て
る
と
よ
り
一

層
幻
想
的
な
姿
に
な
る
。    

 

    
 

 

 

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
富
士
山
の
開
山

時
期
を
除
き
、
ほ
ぼ
毎
週
、
定
点
観
測
を

し
て
お
り
、
氷
の
成
長
具
合
を
調
べ
て
い
る
。 

 

富
士
風
穴
へ
入
洞
す
る
際
は
ま
ず
、
必
要

書
類
を
各
所
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
富
士
風
穴
は
前
述
の
通
り
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
富
士
河
口
湖
町

に
入
洞
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら

に
、
風
穴
周
辺
は
山
梨
県
の
恩
賜
県
有
財
産

（県
有
林
）で
あ
る
た
め
5
人
以
上
で
の
利

用
の
場
合
、
富
士
・東
部
林
務
事
務
所
へ
の
入

山
申
請
も
必
要
と
な
る
。 

 

許
可
が
下
り
た
ら
入
洞
で
き
る
わ
け
だ

が
、
入
洞
す
る
際
に
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
注
意
事
項
が
あ
る
。 

 

具
体
的
に
は
、
ま
ず
風
穴
内
で
の
ア
イ
ゼ

怪しく口を広げる富士風穴入口 

富
士 さ

ん
歩 

かつての台車の跡 

ライトで照らした氷筍 

１ｍを超える氷筍 

定点観測の様子 

◆ 

入
洞
時
の
注
意
・手
続
き
等 

５ 



 

ン
・
ピ
ッ
ケ
ル
の
使
用
は
禁
止
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
見
る
と
、
よ
く
ア
イ
ゼ
ン
を
履
い
て

入
洞
し
て
い
る
人
が
い
る
が
、
こ
れ
は
禁
止

行
為
で
あ
る
た
め
絶
対
に
真
似
は
し
な
い
で

頂
き
た
い
。
さ
ら
に
彼
ら
は
、
入
洞
届
を
出

し
て
い
る
様
子
も
な
い
の
で
、
事
前
に
必
要

書
類
を
提
出
す
る
こ
と
。
足
元
が
氷
で
ツ
ル

ツ
ル
滑
る
の
で
履
き
た
く
な
る
し
、
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
よ
っ
て
は
「
ア
イ
ゼ
ン
必
須
」
と
書
い
て

あ
る
ペ
ー
ジ
も
あ
る
が
、
ア
イ
ゼ
ン
は
禁
止

だ
。
大
切
な
こ
と
な
の
で
も
う
一
度
、
ア
イ
ゼ

ン
は
禁
止
。 

         

 

入
洞
に
関
し
て
の
注
意
事
項
は
風
穴
の
す

ぐ
近
く
に
看
板
が
あ
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
は
こ
れ
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

入
洞
届
・
入
山
申
請
提
出
が
不
可
欠
、
ア

イ
ゼ
ン
・ピ
ッ
ケ
ル
の
使
用
禁
止
の
他
、
テ
ン

ト
の
設
営
、
焚
き
火
、
動
植
物
の
採
集
、
車

輌
（
自
転
車
含
む
）乗
り
入
れ
な
ど
が
自
然

公
園
法
・文
化
財
保
護
法
で
禁
止
さ
れ
て
い

る
。
キ
レ
イ
だ
か
ら
と
花
を
摘
み
取
っ
た
り
、

氷
を
持
ち
帰
っ
た
り
で
き
な
い
の
だ
。  

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
怪
し
い
情
報
を
鵜
呑

み
に
し
な
い
で
、
適
正
利
用
を
心
掛
け
て
も

ら
い
た
い
。 

 

ま
た
こ
の
富
士
風
穴
、
実
は
崩
落
の
危
険

性
が
あ
る
洞
穴
で
あ
る
。
滑
っ
て
の
転
倒
も

含
め
、
中
で
な
に
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
。

入
洞
届
・入
山
申
請
の
提
出
の
手
間
も
含

め
、
個
人
で
入
洞
す
る
よ
り
も
、
で
き
れ
ば
エ

コ
ツ
ア
ー
に
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
た
い
。
エ
コ
ツ
ア
ー
に
関
し
て
は
各
エ
コ
ツ

ア
ー
会
社
に
問
い
合
わ
せ
て
ほ
し
い
。 

 

ル
ー
ル
を
守
れ
ば
、
最
高
に
素
晴
ら
し
い
景

色
が
見
ら
れ
、
非
日
常
を
体
験
で
き
る
。
是

非
一
度
は
素
敵
な
氷
を
ご
覧
あ
れ
。 

去年3月の広場の様子 氷の回廊 

透明度が高いので向こう側が透ける 

注意事項はよく読もう 

 

 

＜問い合わせ先＞ 

富士河口湖町 

教育委員会生涯学習課  

0555-72-6053 

富 士・東 部 林 務 事 務 所  

0554-45-7814 

国道139号線 

富士風穴 

県道71号線 

アイゼンによる踏み跡、つららを含めて氷を傷付けな

いように 

６ 



 

 

三
ツ
峠
屏
風
岩
の
あ
る
南
側
の
谷
を

下
る
水
は
、
都
留
市
夏
狩
を
通
り
十

日
市
場
で
桂
川
に
合
流
し
ま
す
。
川
の

名
を
「柄
杓
流
川
」と
言
い
ま
す
。
文

化
三
年
（１
８
０
６
）十
日
市
場
村
絵

図
に
は
「
ヒ
シ
ャ
ク
ナ
ガ
シ
」と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
名
の
由
来
は
『甲
斐
国

志
』
に
よ
れ
ば
「
河
口
湖
の
筒
口
で
柄

杓
を
流
し
た
と
こ
ろ
伏
流
し
て
、
三
ツ

峠
の
湧
き
出
す
谷
水
か
ら
そ
の
柄
杓

が
出
て
き
た
と
の
伝
説
か
ら
そ
の
名
が

つ
い
た
」
の
だ
そ
う
で
す
。
柄
杓
流
川
と

河
口
湖
の
間
に
は
、
天
上
山
か
ら
三
ツ

峠
へ
と
続
く
尾
根
が
あ
り
ま
す
。
柄
杓

は
こ
の
尾
根
を
通
り
抜
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
今
回
、
こ
の
あ
り
え
な

い
こ
と
に
つ
い
て
想
像
を
し
て
み
ま
す
。 

河
口
湖
は
、
流
入
す
る
川
は
あ
り

ま
す
が
、
出
て
い
く
自
然
の
川
は
あ
り

ま
せ
ん
。
現
在
で
は
放
水
路
が
造
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
か
つ
て
は
地
中
の
溶
岩

の
中
を
抜
け
出
て
い
く
だ
け
で
し
た
。

富
士
河
口
湖
町
船
津
の
筒
口
神
社
が

建
っ
て
い
る
湖
の
入
江
は
船
津
溶
岩
流

の
先
端
に
な
り
ま
す
。
言
い
伝
え
で
は

水
が
渦
巻
く
ほ
ど
で
、
こ
こ
か
ら
柄
杓

が
吸
い
込
ま
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。

一
方
、
柄
杓
流
川
は
桂
溶
岩
流
の
端

を
流
れ
て
お
り
、
夏
狩
地
区
な
ど
で
は

湧
水
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
ま

す
。 春

の
夕
方
、
筒
口
あ
た
り
か
ら
三
ツ

峠
方
面
を
眺
め
る
と
「ひ
し
ゃ
く
の
星
」

北
斗
七
星
が
立
っ
て
見
え
ま
す
。
筒
口

神
社
か
ら
少
し
離
れ
た
七
軒
町
地
区

の
小
高
い
と
こ
ろ
に
は
「妙
見
社
」が

祀
っ
て
あ
り
ま
す
。
妙
見
は
北
斗
七
星

の
信
仰
で
す
。
「ひ
し
ゃ
く
の
星
」は
一

晩
か
け
て
天
を
巡
り
、
翌
日
に
は
三
ツ

峠
の
山
の
上
か
ら
抜
け
出
て
く
る
。 

以
上
が
想
像
。
昔
の
人
が
、
ど
う

思
っ
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
天
上
山
は

「嘯
（う
そ
ぶ
き
）山
」と
も
言
い
ま

す
。
柄
杓
が
通
り
抜
け
る
こ
の
話
、
信

じ
て
み
ま
す
か
？ 

 

柄
杓
流
は
、
「し
ゃ
く
な
が
し
」、
「ひ

し
ゃ
く
な
が
れ
」な
ど
と
呼
ば
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。 

そぞろ あるき 

「筒
口
（つ
つ
ぐ
ち
）」と 

「柄
杓
流
（ひ
し
ゃ
く
な
が
し
）」 

産屋ヶ崎から見る 

筒口方面 筒口の入江と天上山（嘯山） 

夏狩の湧水 

七軒町の妙見社 

筒口神社 

筒口より眺める北斗七星 

７ 



 

氷瀑、母の白滝 

○歩 河口浅間神社より三つ峠登山道を約2ｋｍ（40分） 

○車 河口浅間神社の裏手の山道を行き母の白滝駐車場まで 

 

 

母の白滝駐車場（滝まで徒歩約5分）へ車で行く場合は道路は

道も細い所もあり状況によっては凍結している。雪の残る時期

は河口浅間神社裏から徒歩を推奨する。 

今年は全国的に過去の積雪量を更新するところもあり、

厳しい冬となりました。２月上旬北麓地域も連日－１０℃

以下を記録する寒波を迎えました。河口湖に流れる寺

川の上流の滝へと、河口浅間神社脇の坂を上って行く

と、幻想的な母の白滝と出会えます。昔から富士登山者

はこの滝で身祓（みはらい）を行ってから、河口浅間神社

にて登山の安全を祈願しました。今回は母の白滝の氷

瀑を目指します。道には１０ｃｍを超える雪が残ってお

り、ウサギや鹿の足跡なども見られました。青空に神々

しく凍ったブルーフォール！母の白滝に出会うことが出

来ました。正午過ぎには太陽の光が入り、凛々しく清涼

感たっぷりです。 （2018.02.05） 

南面の 

スズタケの道 

すぐ隣に母の白滝神社  

母の白滝駐車場から望む富士山、河口湖 2018.02.05 撮影 

アクセス 

注意点 

８ 



 

 

平
成
29
年
11
月
28
日
、
富
士
山
青
木
ヶ

原
樹
海
等
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
推
進

協
議
会
の
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
協
議

会
は
環
境
省
、
山
梨
県
、
エ
コ
ツ
ア
ー
事
業
者

等
に
よ
り
、
当
該
地
域
の
自
然
環
境
を
守
り

な
が
ら
質
の
高
い
ガ
イ
ド
の
養
成
、
ツ
ア
ー
の

実
施
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策
定
さ
れ
て
か

ら
10
年
以
上
が
経
過
し
、
新
規
参
入
の
事

業
所
も
増
え
た
こ
と
か
ら
、
研
修
会
も
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

今
後
も
富
士
山
の
豊
か
な
自
然
を
保
全

し
、
後
世
に
残
す
た
め
、
青
木
ヶ
原
樹
海
を

利
用
す
る
た
く
さ
ん
の
人
々
に
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
つ
い
て
周
知
し
て
い
き
ま
す
。 

 

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
富
士
河
口
湖
町
の

天
然
記
念
物
に
つ
い
て
の
保
存
計
画
に
も
携

わ
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
委
員
会
は
、
主
に
町
内
で
登
録
さ
れ

て
い
る
溶
岩
洞
穴
の
保
存
計
画
や
安
全
管

理
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。 

 

本
年
度
は
４
回
開
催
さ
れ
、
富
士
山
レ
ン

ジ
ャ
ー
が
定
点
観
測
し
て
い
る
富
士
風
穴
の

デ
ー
タ
を
発
表
し
ま
し
た
。 

 
天
然
記
念
物
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
申
請
が

必
要
な
場
合
が
あ
っ
た
り
、
利
用
マ
ナ
ー
が

定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
準
備
を
整
え
、
計
画
的
に
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。 

       

      

 

平
成
30
年
１
月
18
日
、
富
士
山
麓
環
境

美
化
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
成
団
体
と
と

も
に
、
不
法
投
棄
や
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
が
多

い
と
指
摘
さ
れ
た
東
富
士
五
湖
道
路
の
側

道
と
道
路
敷
地
内
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し

た
。 

 

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
環
境
省
、
山
梨
県
、

富
士
北
麓
の
市
町
村
、
企
業
、
環
境
団
体
に

よ
り
構
成
さ
れ
て
い
て
、
富
士
山
麓
部
の
ゴ

ミ
の
不
法
投
棄
等
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
清
掃
活
動
の
実
施
は
今
回
が
初
め
て
と

な
り
ま
す
。 

 

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
20
団
体
か
ら
約

50
名
が
参
加
し
、
可
燃
物
１
１
５
㎏
、
不
燃

物
２
６
５
㎏
と
予
想
以
上
の
ゴ
ミ
を
回
収
す

る
成
果
と
な
り
ま
し
た
。 

会議及び研修の様子 

 

富
士
山
青
木
ヶ
原
樹
海
等 

エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
推
進
協
議
会 

軽自動車から大型車用まで10本以上のタイヤが不

法投棄されていた 

新
任
レ
ン
ジ
ャ
ー
紹
介 

  

自
然
と
触
れ
合
い
、
山
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に

活
動
で
き
る
仕
事
に
憧
れ
て
、
２
０
１
７

年
12
月
に
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
就
任
し
ま
し

た
。 

 

国
内
外
の
山
々
を
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
し
、
海

外
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
活
動
な
ど
も
目
に
し
て

き
た
の
で
、
新
し
い
目
で
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
活

動
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

２
０
１
７
年
11
月
～
２
０
１
８
年
２
月 

 

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
活
動
報
告 

富
士
河
口
湖
町
内
天
然
記
念
物 

 
 

 

保
存
管
理
計
画
運
用
委
員
会 

委員会の様子 

定点観測の様子 

富
士
山
麓
環
境
美
化
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

東
富
士
五
湖
道
路
側
道
清
掃 

清掃活動の様子 

半田 尚人 

９ 



 

 
山
梨
県
は
、
「
お
も
て
な
し
の
や
ま
な
し

観
光
振
興
条
例
」
に
基
づ
き
、
毎
年
、
優

れ
た
お
も
て
な
し
を
実
践
し
て
い
る
県
民

及
び
事
業
者
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
平
成

30
年
１
月
31
日(
水)

、
「
第
７
回
お
も
て

な
し
の
や
ま
な
し
県
民
大
会
」
に
お
い
て
、

山
梨
県
富
士
山
世
界
遺
産
ガ
イ
ド
会
が

「
お
も
て
な
し
の
や
ま
な
し
知
事
表
彰
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。 

 

世
界
遺
産
ガ
イ
ド
会
の
活
動
は
、
富
士

山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
平

成
25
年
６
月
直
後
の
７
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
世
界
文
化
遺
産
富
士
山
の
顕

著
な
普
遍
的
価
値
を
分
か
り
や
す
く
来

訪
者
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
数
多

く
の
研
修
を
重
ね
、
平
成
27
年
に
は
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
心
得
七
ヶ
条
」
を
制

定
し
、
お
も
て
な
し
の
心
を
大
事
に
し
た

ガ
イ
ド
活
動
を
、
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
積
極
的
に
展
開
し
て
き
ま

し
た
。
国
内
外
を
問
わ
ず
多
く
の
方
々
に

ガ
イ
ド
を
実
施
し
、
そ
の
数
は
平
成
28
年

12
月
に
一
万
人
を
超
え
、
現
在
約
一
万

五
千
人
と
な
り
ま
し
た
。  

 

こ
の
よ
う
な
地
道
な
ガ
イ
ド
活
動
が
高

く
評
価
さ
れ
、
県
知
事
か
ら
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。
今
回
の
表
彰
は
ガ
イ
ド
会
メ
ン

バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
自
信
に
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。 

 

今
後
も
来
館
者
の
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か

く
対
応
で
き
る
よ
う
に
研
修
を
重
ね
、
い

つ
で
も
質
の
高
い
案
内
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
お
も
て

な
し
の
心
を
絶
や
さ
ず
、
来
館
し
て
く
だ

さ
っ
た
す
べ
て
の
方
々
に
、
笑
顔
と
満
足
感

を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
ガ
イ
ド
活
動
を

心
が
け
て
い
き
ま
す
。 

  

一
般
社
団
法
人
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
協
議

会
で
は
、
二
年
に
一
度
、
世
界
各
国
の
１
０

０
人
の
外
国
人
審
査
員
に
よ
り
、
世
界
が

共
感
す
る
「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」を
発
掘
、
認

定
し
て
お
り
、
こ
の
た
び
、
当
セ
ン
タ
ー
の

「
冨
嶽
三
六
〇
」が
高
く
評
価
さ
れ
、
受

賞
に
至
り
ま
し
た
。
山
梨
県
の
モ
ノ
が
受

賞
す
る
の
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。 

 

二
年
前
の
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
ア
ワ
ー
ド
２

０
１
５
で
は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
「Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ

Ｉ
」や
小
学
生
が
登
下
校
時
に
背
負
う

「ラ
ン
ド
セ
ル
」、
豊
後
高
田
市
の
「昭
和
の

町
」な
ど
が
選
出
さ
れ
、
受
賞
対
象
は
プ
ロ

ダ
ク
ト
を
中
心
と
し
た
「モ
ノ
」か
ら
、
ま

ち
づ
く
り
・文
化
と
い
っ
た
「コ
ト
」ま
で
多

岐
に
及
ん
で
い
ま
す
。
今
回
の
選
出
も
前

回
同
様
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
、
そ
の
一
つ
と

に
当
セ
ン
タ
ー
の
展
示
「冨
嶽
三
六
〇
」が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

「冨
嶽
三
六
〇
」っ
て
ど
ん

な
展
示
？ 

  

高
さ
３
ｍ
、
直
径
15
ｍ
の
巨
大
な
富
士
山

の
展
示
で
あ
り
、
当
セ
ン
タ
ー
の
シ
ン
ボ
ル

オ
ブ
ジ
ェ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
製
の
和
紙

で
作
ら
れ
て
お
り
、
日
々
の
移
ろ
い
や
季

節
の
変
化
に
よ
っ
て
様
々
な
表
情
を
見
せ

る
富
士
山
を
、
光
や
音
に
よ
っ
て
紹
介
し

ま
す
。
小
御
岳
、
吉
田
大
沢
、
宝
永
火

口
、
大
沢
崩
な
ど
、
実
際
の
富
士
山
を
再

現
し
て
い
る
の
で
、
二
階
に
設
置
さ
れ
た

御
中
道
回
廊
を
一
周

す
る
と
、
富
士
山
の

方
位
に
よ
る
形
の
変

化
も
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
「冨
嶽
三

六
〇
」は
、
ま
さ
に
富

士
山
の
世
界
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

 

当
セ
ン
タ
ー
は
、
今
後
「冨
嶽
三
六
〇
」

を
通
し
て
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
協
議
会
の
支
援

を
受
け
な
が
ら
、
さ
ら
に
幅
広
く
、
積
極

的
に
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。 

 

ま
だ
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
に
な
っ
た
こ
と

が
な
い
方
々
に
は
、
是
非
一
度
、
実
際
に

ご
来
館
い
た
だ
き
、
『冨
嶽
三
六
〇
』で
富

士
山
を
体
感
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
を
機
会
に
、
富
士

山
や
世
界
遺
産
に
つ
い
て
よ
り
深
く
学
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
さ
ら
に
あ

り
が
た
い
で
す
。 

富 士 山 世 界 遺 産 セ ン タ ー だ よ り ６ 号 

ＣＯＯＬ ＪＡＰＡＮ ＡＷＡＲＤ ２０１７に選出された『冨嶽三六〇』 

御中道回廊 

質の高いガイド活動をめざす研修の様子 

山
梨
県
知
事
か
ら 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

表
彰
さ
れ
ま
し
た
！ 

ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
ア
ワ
ー
ド 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

２
０
１
７
受
賞
！ 
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富士山憲章（行動規範） 

一 富士山の自然を学び、親しみ、豊かな恵みに感謝しよう。 

一 富士山の美しい自然を大切に守り、豊かな文化を育もう。 

一 富士山の自然環境への負荷を減らし、人との共生を図ろう。 

一 富士山の環境保全のために、一人ひとりが積極的に行動しよう。 

一 富士山の自然、景観、歴史・文化を後世に末長く継承しよう。 

               平成10年11月18日 山梨県・静岡県 

 

富士山憲章は、富士山の自然環境等の保全の理念や環境保全のための

行動規範を示すことにより、富士山の環境保全への協力を訴え、国民

的な規模で保全運動の展開を図っていくこと目的としています。 

■編集・発行 富士山ボランティアセンター 

            （富士山憲章山梨県推進会議） 

山梨県南都留郡富士河口湖町船津6663-1 

（富士山世界遺産センター北館内） 

TEL: 0555-20-9229  FAX: 0555-72-4114 

E-MAIL: fujisan@eps4.comlink.ne.jp 

本誌のバックナンバーは下記よりダウンロードできます。 

http://www.yamanashi-kankou.jp/volunteer/
newsletter/index.html 

富士山環境保全関連イベントのメールマガジンを希望す
る方は、「富士の国やまなし観光ネット 富士の国やまなし
メールマガジン」の会員登録画面より登録してください。 

http://www.yamanashi-kankou.jp/maillmagazine/
regist.html 

第15回 富士さんへ謹賀新年～富士山あて年賀状～ 入賞・入選作品巡回展 

以下の日程で、入賞・入選作品200点の巡回展を行います。富士山への様々な思いのつまった年賀状をぜひお楽

しみください。 

 

  2月28日（水）～3月18日（日）  ラザウォーク甲斐双葉（甲斐市） 

  3月19日（月）～4月1日（日）  なかとみ和紙の里 現代工芸美術館（身延町） 

  4月2日（火）～4月27日（金）  山梨中央銀行 本店（甲府市） 

  5月1日（火）～5月15日（火）  道の駅なるさわ（鳴沢村） 

  5月16日（水）～5月31日（木）  河口湖ショッピングセンターBELL（富士河口湖町） 

  6月1日（金）～6月17日（日）  ふじさんミュージアム（富士吉田市） 

  6月18日（月）～7月1日（日）  四季の杜忍野公園 小池邦夫絵手紙美術館（忍野村） 

  7月2日（月）～7月16日（月）  山中湖花の都公園（山中湖村） 

  7月17日（火）～7月31日（火）  三つ峠グリーンセンター（西桂町） 

  8月1日（水）～8月31日（金）  山梨県立富士山世界遺産（富士河口湖町） 

  11月13日（火）～12月13日（木）  韮崎市立大村記念図書館（韮崎市） 

 

※ 展示開始日は、搬入の関係上午後からの展示になる場合がございますので、予めご了承ください。 

※ 各展示会場の休業・休館日や営業・開館時間に関しては、各会場にお問い合わせください。 

富士山環境学習支援プログラムのお知らせ 

 富士山ボランティアセンターでは、多くの人が富士山とふれあい、知識を深め、富士山を愛する心や環境保全の意識を

育むことを目的とした、富士山学習の支援事業を実施しております。交通費や謝礼は一切必要ありません。各種研修にぜ

ひご活用ください。 

実施日・時間  原則として平日の毎日（年末年始除く）  ９時３０分～１６時３０分の時間帯のうち３０分～ 

対象   地域住民、各種団体、企業等、および児童、生徒、学生（教員向け研修もあります） 

定員   最大６０名まで 

申込み   原則として希望日の１か月前までにお申込み下さい。 

 所定の申込書に必要事項を記入の上、ＦＡＸ、郵送またはＥ-ＭＡＩＬにて送付して下さい。申込書につきましては、以下

ＵＲＬよりダウンロードできます。 

http://www.yamanashi-kankou.jp/fujisan/manabo/manabo001/index.html 

その他 

・ 事前の打合せや下見等が必要になる場合があります。 

・ 業務の都合上、希望日に実施できない場合があります。実施時間、定員に関しては規定外でも相談に応じます。 

・ 申込み、問合せおよび打合せは責任者が行なって下さい。旅行業者等による代行は認めません。 

お 知 ら せ 


